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以下の事項は、弊社の一般的な製品の方向性に関する概要を説明するものです。
また、情報提供を唯一の目的とするものであり、いかなる契約にも組み込むことは
できません。以下の事項は、マテリアルやコード、機能を提供することをコミットメン
ト（確約）するものではないため、購買決定を行う際の判断材料になさらないで下さ
い。オラクル製品に関して記載されている機能の開発、リリースおよび時期につい
ては、弊社の裁量により決定されます。 

OracleとJavaは、Oracle Corporation 及びその子会社、関連会社の米国及びその他の国における登録商標です。
文中の社名、商品名等は各社の商標または登録商標である場合があります。 
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本セッションの内容 

3 

CBOを前提とした日々の運用 

トラブル発生時の対応 

 

・デフォルトでの自動統計情報収集の内容と注意点 

・新しい実行計画の固定方法 

・再現情報の確保 

・早期問題解決 
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CBOの役割 
 
•CBOの主な役割はデータ量や環境の変化に応じて最適な実
行計画を生成すること 
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オプティマイザ統計が重要な理由 

•CBOが実行計画生成に使用する入力データは、図の４つで
す。その内、オプティマイザ統計以外は固定的であることが
多いため、オプティマイザ統計の変動が実行計画の変化に
及ぼす影響が大きいと言えます。 

•オプティマイザ統計 
•実データ情報を認識し、データ変動に応じて適切な実行計画を生成
するための情報 

 

5 

CBO(コストベース 
オプティマイザ) 

SQLテキスト 

パラメータ 

オブジェクト構造 

データの実態 オプティマイザ統計 

実行計画 

入力 出力 

静的 

動的 
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デフォルトでのオプティマイザ統計情報収集 
 •自動オプティマイザ統計情報収集 
•実データの変動具合をOracleが適切に認識するため、定期的に
オプティマイザ統計を新しい情報に自動更新する機能 

•未収集であったり、変更行が一定以上のオブジェクトだけを収集
対象にする。また、インデックス、パーティションおよびヒストグラム
の取得もOracleが自動で行うためとり逃しを防止 
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自動オプティマイザ統計情報
収集（DBMS_STATS） 

Analyze 

定期的な自動実行 される(β後スライド参照) されない 

自動バックアップ される（デフォルト31日間） されない 

一定以上更新があったオブジェクト
のみ取得 

可能（デフォルト10%以上の
更新） 

不可能 

※自動オプティマイザ統計情報収集、主な機能のAnalyzeとの比較 



Copyright© 2011, Oracle. All rights reserved. 

自動オプティマイザ統計情報収集の注意点（1/2） 

 
•デフォルトの自動収集時間帯とバッチ処理とのバッティング 
•月曜日～金曜日 22時から翌朝6時までの8時間 

•土曜日、日曜日 土曜日の0時から2日間（つまり日曜日の23時59分59秒まで） 
 

•月曜日～金曜日 22時から翌2時までの4時間 

•土曜日・日曜日 土曜日のAM6時から20時間（翌2時まで） 
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10g 

11g 

 
Ẁ ֯  

バッチ処理とかぶらないように収集時間のスケジュール設定 
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自動オプティマイザ統計情報収集の注意点（2/2） 

 

•適切な統計情報収集のタイミング≠定期的な収集 
•下記のように一日の間でもデータ量変動が多い場合、たまたまデータ
量が小さい状態でオプティマイザ統計が取得され、不適切な実行計画
が生成される可能性がある 
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11/9( ) 

22:00 

ў Ḹ ֝♬  

11/10( ) 

22:00 

Ҳ Ḹ֛
 

データ量が最大となるタイミングで手動で取得してロック 

（ロックは自動オプティマイザ統計情報収集の対象からはずすため） 
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本セッションの内容 

9 

CBOを前提とした日々の運用 

トラブル発生時の対応 
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今までの実行計画の固定方法（1/2） 

•ヒントで実行計画を固定 
•ヒントで固定することで、指定部分のオプティマイザ統計の変化と実行計
画の変化を切り離すことが可能 

•実行計画を意図したとおりに編集しやすい 

•SQL文の中に追記するので、アプリの改修が必要 

•完全な実行計画の固定ではない（ヒント部分のみの固定） 

•固定されるため、より最適な実行計画が生成される場合も関知できない 

 
 

•       
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メリット 

注意点 

SELECT /*+ INDEX(e1 emp_emp_id_pk )  */  

e1.first_name, e1.last_name, j.job_id ,  

sum(e2.salary) total_sal   

FROM employees e1, employees e2, job_history  j  

WHERE e1.employee_id = e2.manager_id  

AND e1.employee_id = j.employee_id   

AND e1.hire_date = j.start_date   

GROUP BY e1.first_name, e1.last_name, j.job_id   

ORDER BY total_sal ;  
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•ストアドアウトラインで実行計画を固定 
•ヒントで固定することで、指定部分のオプティマイザ統計の変化と実行計
画の変化を切り離すことが可能 

•実行計画の完全な固定が可能 

•SQL文はそのままなのでアプリの改修は不要 

•ヒント付きのSQLの実行計画で固定したい場合、SQLもヒント付きである
必要がある。（SQLそのままで実行計画の編集も可能ではあるが、機能
制限がある） 

•アプリケーションがSQL文をリテラルで発行するときに対応不可 

•固定されるため、より最適な実行計画が生成される場合も関知できない 

 

11 

①ALTER SESSION SET CREATE_STORED_OUTLINES = <category_name >;  

（セッション単位、インスタンス単位での作成を指定可能） 

②ストアド・アウトラインを作成したい（実行計画を移行したい）SQL を実行 

③ALTER SESSION SET CREATE_STORED_OUTLINES = FALSE; 

 

メリット 

注意点 

今までの実行計画の固定方法（2/2） 

※本機能は11g以降での使用は非推奨です 

（後のスライドで説明するSQL Plan Managementをご使用ください） 
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新しい(11gR1- )実行計画の固定方法 
SQL Plan Management(SPM) 
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ヒント ストアド・アウトライン SQL Plan 

Management 

オプティマイザ統計の変化と
実行計画の変化を切り離し 

○ ○ ○ 

実行計画を編集しやすい ○ △ ○ 

（ヒントで編集） 

完全なSQLの固定 △ 

不要（指定した
部分のみ） 

○ 

（可能） 
○ 

（可能） 

実行計画変化の検知 × 

（不可能） 
× 

（不可能） 
○ 

（可能、変化した実行
計画は履歴管理） 

アプリの改修 × 

（必要） 
△ 

（ヒントで実行計画を固
定した場合必要） 

○ 

（不要、ヒントで指定し
た実行計画をヒント無
しのSQLに適用可能） 

リテラル対応 ○ ×(バインド変数化) ×（バインド変数化） 
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SQL Plan Management 機能概要 

•SQL計画ベースラインに実行計画とSQLを登録 

•CBOが生成した実行計画とSQL計画ベースラインの実行計画を比較
、一致すれば採用、不一致ならSQL計画履歴に未承認の状態で記録
し、実行計画としてはSQL管理ベースのものが選択される 

•記録されたものは承認後、SQL計画ベースラインに追加される 

 

13 

SYSAUX 

SQL (SMB) 

SYS_SQL_PLAN_1 

SYS_SQL_PLAN_2 

SYS_SQL_PLAN_3 

SYS_SQL_PLAN_4 

SQL  
 

SQL ῂ ( ) 

各SQLごとの最初に取得
された計画履歴、もしくは 
承認された計画履歴 

各SQLごとの承認 
されていない計画履歴 

CBO 

PLAN 

ʝ  
ḹ  ֻ

採用 

ʝ  
ḹ  ֻ

記録 

承認 
手動もしくは、プロシー
ジャを使って承認 
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新しい(11gR1- )実行計画の固定方法（再掲） 
SQL Plan Management(SPM) 

14 

ヒント ストアド・アウトライン SQL Plan 

Management 

オプティマイザ統計の変化と
実行計画の変化を切り離し 

○ ○ ○ 

実行計画を編集しやすい ○ △ ○ 

（ヒントで編集） 

完全なSQLの固定 △ 

不要（指定した
部分のみ） 

○ 

（可能） 
○ 

（可能） 

実行計画変化の検知 × 

（不可能） 
× 

（不可能） 
○ 

（可能、変化した実行
計画は履歴管理） 

アプリの改修 × 

（必要） 
△ 

（ヒントで実行計画を固
定した場合必要） 

○ 

（不要、ヒントで指定し
た実行計画をヒント無
しのSQLに適用可能） 

リテラル対応 ○ ×(バインド変数化) ×（バインド変数化） 
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ヒントで指定した実行計画をヒント句無しのSQLに適用  
INDEXスキャンをFULLスキャンに変更する例(1/9) 

以下のSQLの実行計画をSPMを使って変更します。最初はINDEX

スキャンです 

15 

実行計画 

----------------------------------------------------------  

Plan hash value: 2200541503  

---------------------------------------------------  

| Id  | Operation                   | Name | Rows   

---------------------------------------------------  

|   0 | SELECT STATEMENT            |      |    10  

|   1 |  TABLE ACCESS BY INDEX ROWID| TAB2 |    10  

|*  2 |   INDEX RANGE SCAN          | IND2 |    10  

---------------------------------------------------  

select * from tab2 where c2 > 999;  

 INDEX RANGE SCANの実行計画です。今回は、この実行計画をSQLを
変更せずにFULLSCANに変えます 
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SPMを使うため、前ページのSQL情報をSQL管理ベースラインに登録 
カーゾルキャッシュに残っている情報から登録する方法の他に、

optimizer_capture_sql_plan_baselines=trueにして2回実行する方法やSTSから指定する方法があります 

16 

本操作はプロシージャ
dbms_spm.load_plans_from_cursor_cache を使
用しても実施できます。 

SQLIDを指定します 

（ライトのマークをクリックするとSQLテキストの一部分
からSQLIDを選択できるページが現れます） 

ヒントで指定した実行計画をヒント句無しのSQLに適用  
INDEXスキャンをFULLスキャンに変更する例(2/9) 
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ロードされると下記のように表示されます 

17 

クリックしてベースラインの詳細を確認（次スライド） 

ヒントで指定した実行計画をヒント句無しのSQLに適用  
INDEXスキャンをFULLスキャンに変更する例(3/9) 



Copyright© 2011, Oracle. All rights reserved. 18 

SQL handleをメモ 

先ほどのSQL textとINDEX 
RANGE SCANの実行計画が
登録されていることを確認 

先ほどのSQL textとINDEX 
RANGE SCANの実行計画が
登録されていることを確認 

ヒントで指定した実行計画をヒント句無しのSQLに適用  
INDEXスキャンをFULLスキャンに変更する例(4/9) 

登録されたベースラインの状態やSQL文、実行計画の内容などを確認で
きます 

このヒント指定前のSQLのSQL handleは後で使用するのでメモします 
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ヒントを使用してSQLの実行計画を変更します。今はFULLスキャン
(TABLE ACCESS FULL)にします 

 

 

 

 

 

 

 

SQLIDとPLAN_HASH_VALUEを取得してメモします。以下は取得例 
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select /*+ FULL (TAB2) */ * from tab2 where c2 > 999;  

select sql_id , plan_hash_value  from v$sql  where sql_text  like  

'select /*+ FULL (TAB2) */ * from tab2%';  

 

SQL_ID                                  PLAN_HASH_VALUE  

---------------------------------------  ---------------  

1j82gtnc0n4ps                                2156729920  

実行計画 

--------------------------------------------------  

Plan hash value: 2156729920  

 

--------------------------------------------------  

| Id  | Operation         | Name | Rows  | Bytes |  

--------------------------------------------------  

|   0 | SELECT STATEMENT  |      |    18 |  4104 |  

|*  1 |  TABLE ACCESS FULL| TAB2 |    18 |  4104 |  

--------------------------------------------------  

SQLIDをメモ 

PLAN_HASH_VALUE
をメモ 

ヒントで指定した実行計画をヒント句無しのSQLに適用  
INDEXスキャンをFULLスキャンに変更する例(5/9) 
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dbms_spm.load_plans_from_cursor_cacheに、SQL管理ベースラ
インに今までメモした内容（ヒント指定後のSQL_ID 、ヒント指定後の
PLAN_HASH_VALUE、ヒント指定前のSQL_HANDLE）を入力して

SQL管理ベースラインにFULL SCANの実行計画をロード 
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var  res number  

exec :res := dbms_spm.load_plans_from_cursor_cache ( -  

sql_id  => '& hinted_SQL_ID ', -  

plan_hash_value  => & hinted_plan_hash_value , -  

sql_handle  => '& sql_handle_for_original ');  

 

hinted_sql_id に値を入力してください: 1j82gtnc0n4ps            

<---  ★ ヒント指定後の SQL_ID 

hinted_plan_hash_value に値を入力してください: 2156729920      

<---  ★ ヒント指定後の PLAN_HASH_VALUE 

sql_handle_for_original に値を入力してください: SQL_2506061412f95de3  

<---  ★ ヒント指定前の SQL_HANDLE 

ヒント指定前のSQL_HANDLEを指定す
るところがポイント！！ 

ヒントで指定した実行計画をヒント句無しのSQLに適用  
INDEXスキャンをFULLスキャンに変更する例(6/9) 
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下記のように、ヒント句無しのSQLテキストに対して新しく２つ目のベ
ースラインが表示されます 

21 

新しくできたFULL SCANのベースライン 

クリックして内容確認（次スライド） 

ヒントで指定した実行計画をヒント句無しのSQLに適用  
INDEXスキャンをFULLスキャンに変更する例(7/9) 
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新しく作成されたベースラインの詳細を確認すると、ヒント句無しのSQL

テキストに対してTABLE ACCESS FULLの実行計画が確認できます 

22 

ヒント句無しのSQLテキスト 

TABLE ACCESS FULLの実行計画 

ヒントで指定した実行計画をヒント句無しのSQLに適用  
INDEXスキャンをFULLスキャンに変更する例(8/9) 
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FULL SCANのベースラインのみを固定済み YESに指定することで
実行計画をFULL SCANに固定できます 

このようにSQLテキストを変更なし、つまりアプリケーションの改修を
せずにヒントで指定した実行計画に使用することができます 

また、一度登録すれば、使用する実行計画を簡単に切り替えること
ができるので、性能評価の際にも有効活用できます 

23 

 対象のみ「固定済＝YES」とすることで使用する
実行計画をひとつに固定できます。 

※例で示しました、「固定=yes」は固定はするが履歴管理はしない
設定になります 

ヒントで指定した実行計画をヒント句無しのSQLに適用  
INDEXスキャンをFULLスキャンに変更する例(9/9) 
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本セッションの内容 
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CBOを前提とした日々の運用 

トラブル発生時の対応 

 

・デフォルトでの自動統計情報収集の内容と注意点 

・新しい実行計画の固定方法 

・再現情報の確保 

・早期問題解決 
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再現情報確保の重要性 

•早期トラブル解決には再現情報の確保が重要 
•トラブル解決＝「一時的な処置」＋「原因説明＆運用への組み込み」 

•再現情報の確保をしないまま「一時的な処置」をしてしまうと、特に「
原因説明＆運用への組み込み」が長引き、時には不可能になる 
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 トラブル解決のため慌てて統計情報を取り直して対処した
ため、過去の統計情報が残っていない 

 再現情報を得るには本番環境でもう一度状況を再現させ
て情報を再取得する必要があるが、そんなことはできない 

処置の適切さが判断されないまま、一時的な処置が恒久的
な処置として採用されてしまう 
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再現情報として必要な情報は何か 
オプティマイザ動作に起因している場合 

•オプティマイザ動作に起因したトラブルの場合、状況を再現するため
にはCBOの入力データの確保が重要 

•トラブル時に素早く実行する必要があるため事前に取得法を確立し
て持っておく 

•どうやってこれらの情報を取得する手法を確立するかが問題 
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入力 出力 

CBO(コストベース 
オプティマイザ) 

SQLテキスト 

パラメータ 

オブジェクト構造 

データの実態 オプティマイザ統計 

実行計画 
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再現情報の確保 
Test Case Builder(10.2.0.4 - ) 

•プロシージャで再現情報セットを一括取得 

•SQL テスト・ケース・ビルダーにより取得される情報 
•SQL 文、表／索引の定義（実際のデータはオプションで選択可能
）/SQL ファンクション／プロシージャ／パッケージ、オプティマイザ
統計、初化パラメータ設定が含まれる 
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DBMS_SQLDIAG. 

EXPORT_SQL_TESTCASE 

CBO(コストベース 
オプティマイザ) 

SQLテキスト 

パラメータ 

オブジェクト構造 

データの実態 オプティマイザ統計 

実行計画 
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Test Case Builder 
共有プールに残っているカーソルの情報を指定する方法(1/2) 

•実行前準備：ターゲットSQLの情報取得と再現情報の保
存先の設定 

28 

-- 該当SQLのSQL IDの取得 
  SQL> select sql_id,plan_hash_value,sql_text from v$sql  
       where sql_text like '%SELECT EMPNO,ENAME,JOB,DNAME%'; 
 
  SQL_ID          PLAN_HASH_VALUE 
  ---------------  ---------------  
  SQL_TEXT 
  ------------------------------------------------------------  
  410qucgpvnr0p   736908262 
  SELECT EMPNO,ENAME,JOB,DNAME FROM EMP E,DEPT D      WHERE 
  E.DEPTNO = D.DEPTNO AND DNAME='SALES' ORDER BY EMPNO 
 
--  SQL テスト・ケースの出力先のディレクトリ定義します 
CREATE OR REPLACE DIRECTORY SQL_TEST_DIR AS '/tmp'; 
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Test Case Builder 
共有プールに残っているカーソルの情報を指定する方法(2/2) 

•実行：DBMS_SQLDIAG.EXPORT_SQL_TESTCASEプロシージャ 
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DECLARE 
  V_TESTCASE CLOB; 
BEGIN 
  DBMS_SQLDIAG.EXPORT_SQL_TESTCASE( 
    DIRECTORY  => ‘SQL_TEST_DIR’,  -- 出力先のディレクトリ・オブジェクトを指定 
    sql_id => '410qucgpvnr0p',      --  確認した SQL_ID を指定 
    plan_hash_value => 1736908262 , --  確認した plan_hash_value を指定 
    exportData => FALSE,      --  表データをエクスポートする場合は TRUE 
    testcase_name => 'tc3',         --  テストケース名を指定 
    testcase   => V_TESTCASE);      --  宣言した CLOB 変数を指定 
end; 
/  
 
 
 
-- 出力例 
$ cd / tmp 
$ ls tc3*  
tc3README.txt  tc3dpexp.log  tc3dpimp.sql  tc3ol.xml tc3ssimp.sql tc3xpl.txt tc3xplo.sql   
tc3dpexp.dmp  tc3dpexp.sql  tc3main.xml  tc3sql.xml     tc3ts.xml     tc3xplf.sql   tc3xpls.sql 
 
 
 

 TRUEの場合、出力デー
タに実データが含まれる
ので取り扱いに注意 
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本セッションの内容 
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CBOを前提とした日々の運用 

トラブル発生時の対応 

 

・Oracleが自動でやっていることおよび注意点 

・新しい実行計画の固定方法 

・再現情報の確保 

・早期問題解決 
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性能問題解決までの2つのカベ 
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ᵂ  ᵂ  

問題解決までには、おもに2つの「カベ」がある 

カベ2だけでなく、カベ1「要因の分析」に時間がかかる 
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従来の診断・チューニング 
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v$sessionなど複数の表を検索して問題
のあるセッションを特定 

SQL> select username, event, sid from 
v$sessionההה 

このセッションから長時間実行されている
SQLをv$sqlなどから特定 
SQL> select sql_id, elapsed_time/1000000, 

executions, disk_reads from v$sqlהה 

特定したSQLの実行計画を表示し、問題
のある場所を探して対処策を模索 
SQL> select * from 

table(dbms_xplan.display_cursorההה 

Statspackレポートを取得し、実行時間の
長かったSQLを特定 

SQL> @?/rdbms/admin/spreport.sql 

begin snap⌐ ╩ ⇔≡ↄ∞↕™  

V情報取得に多くの工数が必要 

Vチューニング方法を見つけるまでに時間がかかりやすい 

Vチューニング効果を事前に見極めるのが困難 

： 実行計画表示例 

Statspackレポート例 
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SQL文のチューニング 
SQLチューニング・アドバイザによる自動チューニング 

SQLチューニング・アドバイザ 

Oracle Database10gから実装されたアドバイス機能 

高負荷で問題となるSQL文や実行計画を診断し、アドバイスを提示 

統計の再取得 

SQL文の問題点を探し、SQL文の修正方法 

必要な索引の作成をアドバイス 

SQLプロファイルの作成 

SQL 

 
 

Index  

SQL
 

SQL
 

 
 

 

SQL  

 
 

 

DBA  
֞ Њ Ѩ  
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SQL文のチューニング 
SQLチューニング・アドバイザの実行例（1/3） 

「トップ・アクティビティ」ページから、 
特に負荷の高いSQL文やセッションを特定 

Enterprise Managerの「パフォーマンス・ページ」 
からデータベースの負荷状況を確認 

34 
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SQL文のチューニング 
SQLチューニング・アドバイザの実行例（2/3） 

ʣ S̬QL  
SQL ὑ 

Ÿ SQL ὕ  

ᾍ SQL  
SQL  

ὕ 

35 



Copyright© 2011, Oracle. All rights reserved. 

SQL文のチューニング 
SQLチューニング・アドバイザの実行例（3/3） 

ὕ Ѽ Ẏ₦  ᵎ
ѝ  

36 

ὕ  
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リアルタイムSQL監視 
 
•「リアルタイムSQL監視」とは 
•実行中のSQLを自動で監視し、詳細な統計を取得 

•EMのグラフィカルなレポート画面から分析ができる 

•Oracle Database 11g以降で使用可能 

•特長 
•GUIから簡単にボトルネックを突き止められる 

•再現待ちや特別な設定をせずすぐに分析を始められる 

•レポートをエクスポートして外部で参照可能 

•オーバーヘッドがほとんどない 
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リアルタイムSQL監視 
分析するSQLの特定 

38 

時間のかかっているSQLが自動的に監視され
リストされる (経過時間等でソート可能) 

このSQL実行
全体の統計 

実行計画のステップ
ごとの統計など 
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リアルタイムSQL監視 
SQL全文とバインド変数の参照 

39 

SQL_ID横の「i」マークをクリックすると、SQL全文に加え、
実行時にバインド変数に入っていた値も参照可能 

(Oracle Database 11g R2以降) 
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リアルタイムSQL監視 
SQLの実行状況の詳細確認 

各ステップごとの待機イベン
トの発生個所やその内訳も

簡単にわかる 

各ステップごとの実行タイミ
ングや実行時間など 

(ここではITEM表、DATE_DIM
表、STORE_SALES表の順に
読み取りながら結合している) 

各ステップごとのメモリ
(PGA)、一時表領域の使

用状況 

実行計画で予想された行数
と実際に返された行数の比

較も容易 

40 
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リアルタイムSQL監視 
 SQL単体のリソース使用量の時系列グラフ 

チューニング前後で「CPUがきちんと使われるようになった
か」「IOスループットが改善したか」などを素早くチェック 

時系列のデータも 
シームレスに分析可能 

41 
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リアルタイムSQL監視 
実行中のデータ参照(「今ここ！」マーク) 

現在実行中であることを
示すマーク 

進行状況がわかるため、 
「あとどれくらいで(バッチなどの)処理が
終了するか」、見当をつけられる 

「今ここ！」 

42 
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ᶦ ѝ   

Oracle Enterprise Managerを利用することで、2つのカベを早急にクリア 
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まとめ 

44 

CBOを前提とした日々の運用 

トラブル発生時の対応 

 

・Oracleが自動でやっていることおよび注意点 

⇒自動オプティマイザ統計情報収集 

・新しい実行計画の固定方法 

⇒SQL Plan Management 

・再現情報の確保 

⇒Test Case Builder 

・早期問題解決 

⇒SQL Tuning Advisor &リアルタイムSQL監視 

ご紹介した機能とエディションおよびオプションの関係 

SQL Plan Management → Enterprise Edition 

Test Case Builder → Standard Edition 

SQL Tuning Advisor 

→ Enterprise Edition  Diagnostic Pack Tuning Pack 

リアルタイムSQL監視 

→ Enterprise Edition  Diagnostic Pack Tuning Pack 
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Appendix 
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自動統計情報収集のDBMS_STATSデフォルト動作と設定値 

デフォルト値 デフォルト動作 他に設定可能な値 説明 

収集対象とみなす
表の更新% 

(stale_percent) 

10% DMLにより表の
10%以上更新さ
れた場合 

任意の%（11gから） 表の何％の行の変更が発生
していたら収集対象とみなす
か指定 

サンプルサイズ 
(estimate_percen

t) 

DBMS_STATS.

AUTO_SAMPL

E_SIZE 

適切な統計を行う
ために最適なサン
プル・サイズを
Oracleで決定 

0.000001から100 行の％を指定 

カラム統計収集 

(method_opt) 

FOR ALL 

COLUMNS 

SIZE AUTO 

列のデータ配分と
ワークロードに基
づいて、ヒストグラ
ムを収集する列
が判断されます 

FOR ALL COLUMNS 

SIZE [数字(1から
254)] 

すべてのカラムに対して[数
字]で指定したバケット数のヒ
ストグラムを作成 

FOR COLUMNS [列
名] SIZE [数字(1から
254)] 

[列名]のカラムに対して[数字]

で指定したバケット数のヒスト
グラムを作成 

パラレル度 

(degree) 

NULL 

(NULLだがパラ
レル実行される
可能性があるこ
とに注意) 

 

TABLE文の
DEGREE句で指
定された表のデフ
ォルト値が使用さ
れます 

パラレル度 直接数字で指定 

DBMS_STATS.DEFA

ULT_DEGREE 
初期化パラメタに基づくデフォ
ルト値 

DBMS_STATS.AUT

O_DEGREE 
オブジェクトサイズに応じてシ
リアルもしくは、初期化パラメ
タに基づくデフォルト値 

代表的な設定を抜粋(詳細はマニュアル参照) 

列値の種類の数（NDV）<=[数字] ：頻度分布ヒストグラム 

列値の種類の数（NDV） > [数字] ：高さ調整ヒストグラム 

46 
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デフォル
ト値 

デフォルト動作 他に設定可能な値 説明 

パーティションの統
計収集 

(granularity) 

AUTO パーティション化のタ
イプに基づいてOracle

が細分化を決定しま
す 

ALL すべての統計情報（サブパーティショ
ン、パーティションおよびグローバル）
を収集 

GLOBAL グローバル(表・索引レベル)の統計
情報を収集 

GLOBAL AND 

PARTITION 
グローバルおよびパーティション・レ
ベルの統計情報を収集 

PARTITION 

/SUB PARITION 

パーティション・レベル/サブパーティ
ション・レベルの統計情報を収集 

インデックスの統計
収集 

(cascade) 

DBMS_ST

ATS.AUT

O_CASCA

DE 

索引の統計情報を収
集するかどうかを
Oracleが決定する 

TRUE 表の各索引に
GATHER_INDEX_STATSを実行す
るのと同じ 

FALSE 索引の統計情報収集は取得しない 

依存カーソルの無
効化 

（β）
(no_invalidate) 

DBMS_ST

ATS.AUT

O_INVALI

DATE 

依存カーソルの無効
化の時期をOracleが
決定できるようにする 

TRUE 依存カーソルを無効化しない 

FALSE すぐに依存カーソルを無効化 

（※）no_invalidateは新しい実行計画を使用するた
め、今あるメモリ上の実行計画とのカーソルの依
存関係を無効化するための設定です 
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おすすめ資料(1/2) 

•オラクルコンサルが語る統計情報管理の真髄シリーズ Part1- 4 
•OTN セミナー オンデマンド内のオラクルコンサルが語るシリーズ内コンテンツ 

•Part 1:  
http://www.oracle.com/technetwork/jp/ondemand/db- new/0630- 1100- consultokei- part1- 431396- ja.pdf 

•なぜ統計情報の管理が必要なのか 

•統計情報の詳細と使用する事のメリット 

•統計情報と実データ間の差異が及ぼす影響 

•Part 2- 3  
 http://www.oracle.com/technetwork/jp/ondemand/db- new/20110726- consul- part2- 457249- ja.pdf 
 http://www.oracle.com/technetwork/jp/ondemand/db- new/consultant- part3- 134191- ja.pdf 

•統計情報管理方針を決定するためのアプローチの理解、実践方法解説 

•統計情報管理方針を決定する上で考慮するポイント 

•統計情報管理のアプローチを実践し、実際に管理方針を決定するためのポイント 

•Part 4  
 http://www.oracle.com/technetwork/jp/ondemand/db- new/consultant- part4- 250325- ja.pdf 

•SPMの機能解説 

•統計情報管理とSPMによる性能管理方法解説 
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おすすめ資料(2/2) 

•ORACLE OPEN WORLD 2011 Optimizer関連セッション 
•[Session 13961]Oracle Optimizer: Best Practices for Managing Optimizer Statistics 

 https://oracleus.wingateweb.com/published/oracleus2011/sessions/13961/13961_Cho134332.pdf 

•統計情報の取得方法（DBMS_STATS）について新機能も交えた最適な使用方法
を紹介 

•[Session 14069]Oracle Optimizer: Tips for Preventing Suboptimal Execution Plans 
  https://oracleus.wingateweb.com/published/oracleus2011/sessions/14069/14069_Cho227326.pdf 

•実行計画に関するTips集 

•本セッションで説明したSPMを使って、ヒント句で編集した実行計画をヒント句
無しのSQLに適用する方法も紹介。こちらではすべてプロシージャで実施して
います 
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http://blogs.oracle.com/oracle4engineer/entry/otn_ondemand_questionnaire 

OTNオンデマンド 感想 

OTNセミナーオンデマンド 

コンテンツに対する 
ご意見・ご感想を是非お寄せください。 

上記に簡単なアンケート入力フォームをご用意しております。 

セミナー講師/資料作成者にフィードバックし、 
コンテンツのより一層の改善に役立てさせていただきます。 

是非ご協力をよろしくお願いいたします。 

http://blogs.oracle.com/oracle4engineer/entry/otn_ondemand_questionnaire
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OTNセミナーオンデマンド 
日本オラクルのエンジニアが作成したセミナー資料・動画ダウンロードサイト 

掲載コンテンツカテゴリ(一部抜粋) 

Database 基礎 

Database 現場テクニック 

Database スペシャリストが語る 

Java 

WebLogic Server/アプリケーション・グリッド 

EPM/BI 技術情報 

サーバー 

ストレージ 

例えばこんな使い方 
Å製品概要を効率的につかむ 

Å基礎を体系的に学ぶ/学ばせる 

Å時間や場所を選ばず（オンデマンド）に受講 

Åスマートフォンで通勤中にも受講可能 

100以上のコンテンツをログイン不要でダウンロードし放題 

データベースからハードウェアまで充実のラインナップ 

毎月、旬なトピックの新作コンテンツが続々登場 

51 

OTNオンデマンド 

コンテンツ一覧 はこちら 
http://www.oracle.com/technetwork/jp/ondemand/index.html 

新作＆おすすめコンテンツ情報 はこちら 
http://oracletech.jp/seminar/recommended/000073.html   

http://www.oracle.com/technetwork/jp/ondemand/index.html
http://oracletech.jp/seminar/recommended/000073.html
http://www.oracle.com/technetwork/jp/ondemand/index.html
http://www.oracle.com/technetwork/jp/ondemand/index.html
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オラクルエンジニア通信 
オラクル製品に関わるエンジニアの方のための技術情報サイト 

52 

オラクルエンジニア通信 

 

 
 

 
Pick UP 

 

 

etc. 
  

SQL
etc. 

/ !? 

http://blogs.oracle.com/oracle4engineer/ 

http://blogs.oracle.com/oracle4engineer/
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oracletech.jp 
ITエンジニアの皆様に向けて旬な情報を楽しくお届け 
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oracletech 

Viva! 
Developer 

 

 

/  
 

ORACLE MASTER  

 

Oracle Database

 

 

 

 

http://oracletech.jp/ 

http://oracletech.jp/
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あなたにいちばん近いオラクル 

Oracle Direct 
まずはお問合せください 

Web問い合わせフォーム  フリーダイヤル 

0120－155－096 

 

β月曜～金曜 
9:00～12:00、13:00～18:00 
（祝日および年末年始除く） 

専用お問い合わせフォームにてご相談内容を承ります。 
http://www.oracle.co.jp/inq_pl/INQUIRY/quest?rid=28  

 
 
 

βフォームの入力にはログインが必要となります。 
βこちらから詳細確認のお電話を差し上げる場合がありますので 
ご登録の連絡先が最新のものになっているかご確認下さい。 

システムの検討・構築から運用まで、ITプロジェクト全般の相談窓口としてご支援いたします。 
ステム構成やライセンス/購入方法などお気軽にお問い合わせ下さい。 

Oracle Direct 

http://www.oracle.co.jp/inq_pl/INQUIRY/quest?rid=28
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